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社会的背景
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理論的背景
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オンラインユーザダイナミクスの基礎理論
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波動方程式と振動エネルギー
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ネット炎上のグラフ構造的な説明
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ネット炎上の予兆としての低周波モード
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予兆検知の予備評価
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予兆検知の自動化に関して (1)
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予兆検知の自動化に関して (2)
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SNS投稿コンテンツ監視 vs. ネット検索頻度監視
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社会応用の可能性
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空売りの仕組み
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FinTech応用の評価指標
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FinTech応用の実験条件

NY株式市場に上場する多様な業種の株式時価総額の高い有名企業11社のリスト
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FinTech応用の実験結果
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現在の取り組み状況
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従来技術とその問題点

lネット社会の発展・普及により，オンライン上のユーザ活動と
実世界の活動が密接に関連してきた．

→ ネット炎上等の社会的影響の大きな現象を早期検知したい

l従来方法：

SNSの投稿コンテンツに現れる特定の単語の頻度を監視し，

量的意味で閾値を超えるか判定．

また，AIや専門家によるコンテンツの感情分析による判定．

→原理的に，情報が漏洩した後でなければ検知不可能
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新技術の特徴・従来技術との比較

l情報が漏洩する前に，その予兆を早期検知すること
に成功．

l従来は，情報が漏洩した後のネット炎上の立ち上がり
を早期検知する方法であったが，本技術は情報漏洩
前に検知できるため，他者に先んじて対策のリードタ
イムが得られる．

l本技術を株式取引に応用することで，非常に高い投
資パフォーマンスの実現が期待できる．
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想定される用途

l株式取引の参考情報としての，予兆検知の通知サービス，
関連情報の販売

l株式投資アプリケーションへの実装

l自ら行う株式取引での種益の確保

lマーケティングリサーチや流行予測に関するアプリケーショ
ンへの応用

lダークウェブ対策ツールへの応用
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実用化に向けた課題

l現在，過去のデータを利用した株式投資シミュレーションで
投資効果を実証済み．しかし，実際の株式投資に適用した
実績はこれから．

l今後，シミュレーションにより投資効率の高いパラメータ設
定をファインチューニングするとともに，実際の株式市場で
の投資実験で実績を積む．

lネット検索頻度の監視を一社のサービスに過度に依存する
ことを避けるため，他の分析対象も開発中．
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社会実装への道筋

時期 取り組む課題や明らかにしたい原理等 社会実装へ取り組みについて記載

基礎研究 ・基礎理論の整備と社会応用への可能性を確認

現在 ・最適な投資戦略のパラメータチューニングを実施中

１〜２年後 ・投資支援アプリの開発
・広範な投資対象の自動監視システム開発

スタートアップ企業立ち上げ
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企業への期待

l本技術で検知した予兆に基づく投資情報について，有効に
活用できる企業に情報を有償提供したい．

l本技術に基づく投資支援のアプリ開発に協力いただける企
業があれば提携したい．
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企業への貢献、PRポイント

l株式運用を行う会社に対しては，有益な投資情報の提供，投
資支援アプリへの本技術の実装などで貢献可能．

lアプリ開発企業に対しては，投資支援アプリの共同開発パー
トナーとして期待．
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本技術に関する知的財産権

l発明の名称 ：予測システム、予測プログラム

および予測方法

l出願番号 ：特願2025-133062

l出願人  ：東京都公立大学法人

l発明者  ：會田 雅樹
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産学連携の経歴

l 2006年-2007年 某通信会社と共同研究実施

l 2007年-2009年 某通信系研究所と共同研究実施

l 2007年-2014年 某電機メーカーからの受託研究を実施

l 2016年-2024年 某通信会社研究所と共同研究実施

l 2025年-  某電機メーカーとの共同研究開始
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お問い合わせ先

東京都立大学

産学公連携センター URAライン

ＴＥＬ 042－677－2202

e-mail sangaku-ura@jmj.tmu.ac.jp


